
令和３年度全国学力・学習状況調査結果における課題分析表（小学校） 江戸川区立一之江小学校

●各領域における、全国平均正答率及び、全国の肯定的回答合計値を基準とした場合の、本校の様子。 《現状把握》

《授業改善のポイント》

《チャートの特徴》 《家庭・地域への働きかけ》

○家庭学習習慣の確立
・毎日の宿題、ＩＣＴを活用した課題

○言語活動の充実
・読書週間や音読の習慣付け

○生活習慣を振り返る取り組みの実施

○「習得を意識した授業改善」
　・学習のめあてと振り返りをセットで実施
　・問題演習の時間の確保

○「考え・議論する授業」
　・話型の活用
　・ハンドサインの活用

○「ＩＣＴの効果的な活用」
　・予習、復習で活用
　・家庭学習で活用
　・理解を広げるツールとして活用

・国語の平均正答率は、全国平均より7.7％下回り、
　国語への関心に関する項目では、全国平均より
　13.6％下回った。
・算数の平均正答率は、全国平均より2.2％下回り、
　算数への関心に関する項目では、全国平均より
　5.4％下回った。算数の学習について、大切であ
　ると肯定的な回答をした児童の割合は、97.1％
　であった。
・規範意識では、「いじめはどんな理由があってもい
　けない」の項目について肯定的な回答が98.5％で、
　全国平均と比べて1.7％上回った。

・国語平均正答率　【本校】５７％　【全国】６４％
・算数平均正答率　【本校】６８％　【全国】７０％
・算数への関心について、「算数の勉強は好きですか」の問いに対して、肯定的な回答が７０％ある（全国
　平均６７．８％）。しかし、「問題の解き方が分からない時にあきらめずにいろいろな方法を考える」の
　項目では、肯定的な回答が６５．６％で、全国平均と比べて１７．１％下回っている。
・「対話的な学び」に関する項目は、６２．０％で、全国平均を１２．２％下回っている。
・「主体的な学び」に関する項目は、４８．７％で、全国平均を２６．２％下回っている。
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